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いる。pDSBP の trans,trans 体は光異性化を起こさず、ほぼ定量的に蛍光を与えたが mDSBP の




trans,trans 体から cis,trans 体への光異性化が誘起された結果について述べている。２章で検討したよう








キストリン内部環境における光異性化挙動について検討するために、γ-CD に mDSBP を取り込ませて各
種測定を行ったものである。包摂錯体を単離して DMSO-d6に溶解させて、1H NMRを測定したところ、お
よそ mDSBP:γ-CD = 1:2 で包摂錯体を生成したことを述べている。包摂錯体を蒸留水に溶解し、260 nm
の光照射を行って光定常状態に達したところで処理し、ゲスト分子を HPLC により分析したところ、


































  平成 30 年 2月 8 日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席の
もと、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって、合格と判定された。 
 
〔結論〕  
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
 
